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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 
 
ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

2021（令和 3）年度から、看護福祉学部看護学科、看護福祉学部臨床福祉学科、心理科学部
臨床心理学科、リハビリテーション科学部理学療法学科、リハビリテーション科学部作業療法
学科並びにリハビリテーション科学部言語聴覚療法学科の収容定員を、以下のとおり変更する。 

 
【現行】 

 
 
【2021（令和 3）年度】 

学部 学科 
入学定員 

編入学定員 編入学 

収容定員 
収容定員 

２年次 ３年次 

 増減  増減  増減  増減  増減 

看護福祉学部 看護学科 100 0 - - 0 -9 0 -18 400 -18 

看護福祉学部 臨床福祉学科 80 0 - - 5 -4 10 -8 330 -8 

心理科学部 臨床心理学科 75 0 - - 0 -2 0 -4 300 -4 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 理学療法学科 80 0 0 -5 - - 0 -15 320 -15 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 作業療法学科 40 0 0 -5 - - 0 -15 160 -15 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 言語聴覚療法学科 60 0 - - 0 -10 0 -20 240 -20 

 
 
 

学部 学科 入学定員 
編入学定員 編入学 

収容定員 
収容定員 

２年次 ３年次 

看護福祉学部 看護学科 100 - 9 18 418 

看護福祉学部 臨床福祉学科 80 - 9 18 338 

心理科学部 臨床心理学科 75 - 2 4 304 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 理学療法学科 80 5 - 15 335 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 作業療法学科 40 5 - 15 175 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 言語聴覚療法学科 60 - 10 20 260 
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イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

１８歳人口の減少及び短期大学の 4 年制大学化が進む中、編入学試験の過去 5ヵ年（2015～
2019 年度）の志願者平均は、看護学科で 1.2 名、臨床福祉学科で 3.0 名、臨床心理学科で 1.2
名、理学療法学科で 2.0 名、作業療法学科で 1.0 名、言語聴覚療法学科で 2.3 名と定員未充足が
常態化していることから、2021（令和 3）年度から、看護学科、臨床心理学科及び言語聴覚療
法学科の３年次編入、並びに理学療法学科及び作業療法学科の２年次編入を廃止し、臨床福祉
学科の編入学定員を 9名から 5 名に減員する。 

 
【編入学試験の過去 5ヵ年（2015～2019 年度）の志願者平均】 

学部 学科 

志願者数 

2015 2016 2017 2018 2019 
5ヵ年 

平均 

看護福祉学部 看護学科 1 1 1 1 2 1.2 

看護福祉学部 臨床福祉学科 5 0 5 1 4 3.0 

心理科学部 臨床心理学科 1 1 2 1 1 1.2 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 理学療法学科 3 3 0 2 2 2.0 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 作業療法学科 2 0 1 0 2 1.0 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学部 言語聴覚療法学科 - - 2 5 0 2.3 

 
 
ウ学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（ア）教育課程の変更内容 
教育課程の変更は行わない。 

 
（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

教育方法及び履修指導方法の変更は行わない。 
 
（ウ）教員組織の変更内容 

教育組織の変更は行わない。 
 
（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

施設・設備の変更は行わない。 
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1前 2 ○ 1 1 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同　※演習

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 1 兼2 共同

2後 1 ○ 1 兼2 共同

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 兼2 共同

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 兼3 共同

1後 2 ○ 兼2 共同

1前 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 2 2 1 兼23 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

多職種連携(多職種連携論) 3前 1 ○ 1 3 兼17 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

4前 2 ○ 1 1 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

－ 8 57 0 3 3 6 1 0 兼55 －

看護学原論 1前 2 ○ 1

人間発達論 1前 2 ○ 兼1

看護福祉学入門 1後 2 ○ 2 2 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

臨床心理学 1後 2 ○ 兼1

看護倫理 3前 2 ○ 1 3 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

看護管理論 4後 2 ○ 2 共同

コミュニケーション論 2前 2 ○ 兼1

福祉と当事者のリアルⅠ 1前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

社会福祉概論 1前 2 ○ 兼1

家族関係論 1後 2 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 1 ○ 1

疫学 2後 1 ○ 1

保健統計 3前 1 ○ 1

保健医療福祉行政論Ⅰ 2後 1 ○ 1 1 2 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

医学原論 1前 1 ○ 3 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

人体構造機能学Ⅰ 1前 1 ○ 1

人体構造機能学Ⅱ 1前 1 ○ 兼1

人体構造機能学Ⅲ 1後 1 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護福祉学部看護学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

初修外国語(初級フランス語)

備考

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール(アカデミック・リテラシー入門)

人間と思想(科学の哲学)

人間と思想(生命倫理学入門)

人間と文化(国際文化比較論)

人間と文化(日本の小説)

人間と社会(国際社会福祉論)

人間と社会(言語社会学入門)

英語Ⅰ(英語コミュニケーションＡ)

英語Ⅰ(英語コミュニケーションＢ)

英語Ⅱ(英語Ａ)

英語Ⅱ(英語Ｂ)

英語Ⅱ(英語Ｃ)

英語Ⅱ(英語Ｄ)

統計学(基礎統計学)

初修外国語(中級フランス語)

初修外国語(初級ドイツ語)

初修外国語(中級ドイツ語)

初修外国語(初級中国語)

初修外国語(中級中国語)

初修外国語(初級韓国語)

初修外国語(中級韓国語)

健康・運動科学(運動科学論)

健康・運動科学演習(運動科学演習)

情報科学(情報科学)

情報処理演習(情報処理演習)

地域連携(地域ボランティア論)

物理学(基礎物理学)

化学(基礎化学)

生物学(基礎生物学)

社会学(社会学)

経済学(経済学)

経済学(医療福祉経済学)

法学(法学概論)

法学(日本国憲法)

人類学(文化人類学)

人類学(医療人類学)

心理学(心理学)

多職種連携(多職種連携入門)

多職種連携(全学連携地域包括ケア実践演習)

小計（41科目） －
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

人体構造機能学Ⅳ 1後 1 ○ 兼1

人体構造機能学演習 2前 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ　※講義

生化学 2前 1 ○ 兼1

微生物学 1後 1 ○ 1

薬理学 2前 1 ○ 兼1

病理学Ⅰ 1後 1 ○ 1

病理学Ⅱ 2前 1 ○ 1

食物学 2前 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

成人病態論Ⅰ 2前 1 ○ 1

成人病態論Ⅱ 2後 1 ○ 1

成人病態論Ⅲ 3前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小児病態論 2後 1 ○ 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

母性病態論 2後 1 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神病態論 2後 1 ○ 2 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

老年病態論 2後 1 ○ 1 1 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

リハビリテーション法 2後 1 ○ 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

看護技術論 1後 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

看護技術基礎演習 1後 1 ○ 1 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同　※講義

看護技術各論Ⅰ 2前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

看護技術各論Ⅱ 2後 1 ○ 1 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

看護技術演習Ⅰ 2前 1 ○ 1 4 共同

看護技術演習Ⅱ 2後 1 ○ 1 4 共同

母性看護学 2前 2 ○ 1

母性看護学演習 3前 1 ○ 1 1 1 共同

小児看護学 2後 2 ○ 1 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

小児看護学演習 3前 1 ○ 1 1 1 1 共同

成人看護学 1後 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

成人看護各論Ⅰ 2前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

成人看護各論Ⅱ 2後 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

成人看護各論Ⅲ 3前 1 ○ 1 2 6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

成人看護学演習 3前 1 ○ 1 2 6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

がん看護学 3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

老年看護学 2前 2 ○ 1 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

老年看護学演習 3前 1 ○ 1 1 2 兼2 共同

精神看護学 2後 2 ○ 2 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神看護学演習 3前 1 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

在宅看護学 2後 2 ○ 1 2 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

在宅看護学各論 2後 1 ○ 1 2 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

在宅看護学演習 3前 1 ○ 1 2 2 共同

公衆衛生看護学概論 2前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

公衆衛生看護活動展開論Ⅰ 2後 1 ○ 1

公衆衛生看護活動展開論Ⅱ 3前 2 ○ 1

公衆衛生看護活動展開論Ⅲ 3前 2 ○ 兼1

公衆衛生看護管理論 4後 1 ○ 1 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

クリティカルケア 3前 1 ○ 1 1 共同

皮膚・排泄ケア 4前 1 ○ 兼1

感染管理 4後 1 ○ 1 1 共同

看護実践演習 3前 1 ○ 5 6 11 19 共同

基礎看護学実習 2後 3 ○ 1 1 4 共同

母性看護学実習 3後 2 ○ 1 1 1 共同

小児看護学実習 3後 2 ○ 1 1 1 1 共同

成人看護学実習Ⅰ 3後 4 ○ 1 3 6 共同

成人看護学実習Ⅱ 4前 4 ○ 1 2 6 共同

老年看護学実習 3後 4 ○ 1 1 3 共同

精神看護学実習 3後～4前 2 ○ 2 1 共同

在宅看護学実習 3後～4前 2 ○ 1 2 2 共同

卒業研究 4通 3 ○ 5 6 8 7 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同　※講義

公衆衛生看護活動展開論Ⅳ 4前 2 ○ 1 1 1

公衆衛生看護活動展開論Ⅴ 4後 2 ○ 1 1 ※演習

健康教育論 4後 2 ○ 1 1 1 ※演習

保健医療福祉行政論Ⅱ 4後 2 ○ 2 1 1 1 兼1

公衆衛生看護学実習 4後 5 ○ 1 1 1 ※講義

看護総合講義 4後 2 ○ 4 1 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 100 25 2 9 6 11 19 0 兼37 －

専
門
教
育
科
目

小計（81科目） －

4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－ 108 82 2 10 7 13 19 0 兼87 －合計（122科目） －

学位又は称号 　学士（看護学） 学位又は学科の分野 　保健衛生学関係（看護学関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

全学教育科目32単位以上（うち必修8単位、選択24単位）、専門教育科目100単位
以上（うち必修100単位）を修得し、合計132単位以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：55単位（年間））

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分
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1前 2 ○ 1 1 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同　※演習

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 兼2 共同

2後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

1後 1 ○ 1 兼2 共同

1後 2 ○ 兼2 共同

1前 1 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 1 兼26 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

多職種連携(多職種連携論) 3前 1 ○ 1 1 1 兼18 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

4前 2 ○ 1 1 兼15 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

－ 8 57 0 3 2 2 3 0 兼57 －

社会福祉原論 2前・後 4 ○ 1

看護福祉学入門 1後 2 ○ 1 3 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

社会心理学 2前 2 ○ 1

ソーシャルワーク入門 1後 2 ○ 1 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

福祉哲学と倫理 4前 2 ○ 兼1

介護コミュニケーション論 2前・後 4 ○ 1

コミュニケーション論 2前 2 ○ 1

福祉と当事者のリアルⅠ 1前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

福祉と当事者のリアルⅡ 2後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

臨床福祉学導入演習 1前 1 ○ 2 1 3 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

社会保障論 2前・後 4 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

公的扶助論 2前 2 ○ 1

地域福祉論 2前・後 4 ○ 1

児童福祉論 2後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

障害者福祉論 2後 2 ○ 1

家族福祉論 3前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

高齢者福祉論Ⅰ 2前 2 ○ 1

高齢者福祉論Ⅱ 2後 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（看護福祉学部臨床福祉学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

英語Ⅰ(英語コミュニケーションＢ)

英語Ⅱ(英語Ａ)

英語Ⅱ(英語Ｂ)

英語Ⅱ(英語Ｃ)

英語Ⅱ(英語Ｄ)

初修外国語(初級フランス語)

備考

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール(アカデミック・リテラシー入門)

人間と思想(科学の哲学)

人間と思想(生命倫理学入門)

人間と文化(国際文化比較論)

人間と文化(日本の小説)

人間と社会(国際社会福祉論)

人間と社会(言語社会学入門)

英語Ⅰ(英語コミュニケーションＡ)

初修外国語(中級韓国語)

健康・運動科学(運動科学論)

健康・運動科学演習(運動科学演習)

情報科学(情報科学)

情報処理演習(情報処理演習)

統計学(基礎統計学)

初修外国語(中級フランス語)

初修外国語(初級ドイツ語)

初修外国語(中級ドイツ語)

初修外国語(初級中国語)

初修外国語(中級中国語)

初修外国語(初級韓国語)

地域連携(地域ボランティア論)

物理学(基礎物理学)

化学(基礎化学)

生物学(基礎生物学)

社会学(社会学)

経済学(経済学)

経済学(医療福祉経済学)

法学(法学概論)

法学(日本国憲法)

人類学(文化人類学)

人類学(医療人類学)

心理学(心理学)

多職種連携(多職種連携入門)

多職種連携(全学連携地域包括ケア実践演習)

小計（41科目） －
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講
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授
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手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

医療福祉論 3前 2 ○ 1

医療ソーシャルワーク実践論 3後 2 ○ 1

スクールソーシャルワーク論 3前 2 ○ 1

精神保健福祉論Ⅰ 2後 2 ○ 1

精神保健福祉論Ⅱ 3前 2 ○ 1

精神保健福祉論Ⅲ 3後 2 ○ 1

福祉行財政・福祉計画論 2後 2 ○ 1

民法 3前 2 ○ 兼1

行政法 4前 2 ○ 兼1

医学一般 2前 2 ○ 兼1

医学原論 1前 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神医学Ⅰ 2前 2 ○ 1 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神医学Ⅱ 2後 2 ○ 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神保健学Ⅰ 2後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

精神保健学Ⅱ 3前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

公衆衛生学 1後 2 ○ 兼2 共同

薬理学 2後 2 ○ 兼1

リハビリテーション論 3前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

アダプテッド・スポーツ演習 2前 1 ○ 1

保健医療福祉情報論 3前 2 ○ 1

障害基礎医学 2後 2 ○ 1 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

心身機能構造論 3前 2 ○ 1

認知症ケア論 2前 2 ○ 1

ソーシャルワーク論Ⅰ 1前・後 4 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ソーシャルワーク論Ⅱ 2前・後 4 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

ソーシャルワーク論Ⅲ 3前・後 4 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

精神保健福祉ソーシャルワーク論 2前 2 ○ 1

社会福祉調査法 3前 2 ○ 兼1

社会福祉運営管理論 3前 2 ○ 兼1

介護管理論 4前 2 ○ 1

就労支援論 3後 1 ○ 兼1

権利擁護・成年後見制度論 4前 2 ○ 1

更生保護制度論 4前 1 ○ 1

ソーシャルワーク演習Ⅰ 1後 1 ○ 3 1 兼1 共同

ソーシャルワーク演習Ⅱ 2前・後 2 ○ 2 1 兼2 共同

ソーシャルワーク演習Ⅲ 3前・後 2 ○ 1 1 3 2 共同

ソーシャルワーク基礎実習指導 2通 1 ○ 1 3 2 共同　※演習

ソーシャルワーク基礎実習 2通 1 ○ 1 3 2 共同

ソーシャルワーク実習指導 3前・後 2 ○ 2 2 3 2 共同　※演習

ソーシャルワーク実習 3後 4 ○ 2 2 3 2 共同

介護概論Ⅰ 1前・後 4 ○ 1

介護概論Ⅱ 2前・後 4 ○ 1

介護概論Ⅲ 3前・後 4 ○ 1 ※演習

生活支援技術論Ⅰ 1前・後 4 ○ 1

生活支援技術論Ⅱ 2前 4 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

生活支援技術論Ⅲ 2後 4 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

生活支援技術論Ⅳ 3前 2 ○ 1 ※演習

生活支援技術論Ⅴ 3前 4 ○ 兼1

生活支援技術論Ⅵ 4前 2 ○ 1 1 共同

医療的ケア 3前・後 7 ○ 1 ※演習

実地研修Ⅰ 4通 0.5 ○ 1

実地研修Ⅱ 4通 0.5 ○ 1

実地研修Ⅲ 4通 0.5 ○ 1

実地研修Ⅳ 4通 0.5 ○ 1

実地研修Ⅴ 4通 0.5 ○ 1

介護過程論Ⅰ 1後 2 ○ 1

介護過程論Ⅱ 2前・後 4 ○ 1

介護過程論Ⅲ 3前・後 4 ○ 1

介護総合演習Ⅰ 1前・後 1 ○ 2 1 共同

介護総合演習Ⅱ 2後 1 ○ 2 1 共同

介護総合演習Ⅲ 3前・後 1 ○ 2 1 共同

介護総合演習Ⅳ 4前 1 ○ 2 1 共同

介護実習Ⅰ 1前 1 ○ 2 1 共同

介護実習Ⅱ 2後 3 ○ 2 1 共同

介護実習Ⅲ 3後 2 ○ 2 1 共同

専
門
教
育
科
目
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

介護実習Ⅳ 4前 4 ○ 2 1 共同

精神保健福祉の理論と方法Ⅰ 3前・後 4 ○ 1

4前・後 4 ○ 1

3後 1 ○ 1 1 1 1 共同

4前 1 ○ 1 1 1 1 共同

3後～4前 5 ○ 1 1 1 1 兼1 共同

3後 1 ○ 1 1 1 1 兼1 共同　※演習

4前 1 ○ 1 1 1 1 兼1 共同

ソーシャルワーク応用実習 4前 4 ○ 2 2 3 2 共同

ソーシャルワーク応用実習指導Ⅰ 3後 0.5 ○ 2 2 3 2 共同　※演習

ソーシャルワーク応用実習指導Ⅱ 4前 1 ○ 2 2 3 2 共同　※演習

地域共生社会演習Ⅰ 3通 2 ○ 兼1 ※講義

地域共生社会演習Ⅱ 4前 1 ○ 兼1 ※講義

臨床福祉専門演習Ⅰ 3後 1 ○ 4 3 8 4 共同

臨床福祉専門演習Ⅱ 4前・後 2 ○ 4 3 8 4 共同

卒業論文 4前・後 4 ○ 4 3 8 4 共同

社会福祉研究法 3後 1 ○ 3 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

臨床福祉総合講義 4前・後 4 ○ 4 2 4 3 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

現代社会論 4後 2 ○ 1

3通 1 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

4通 2 ○ 1 兼1 共同

4通 2 ○ 1 兼1 共同

教育原理 1後 2 ○ 1

教職入門 1後 2 ○ 兼1

教育社会学 1後 2 ○ 1

教育心理学 1後 2 ○ 兼1

特別ニーズ教育論 4前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

教育課程論 1後 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3後 1 ○ 兼1

特別活動の指導法 2前 2 ○ 兼1

教育の方法と技術 2後 2 ○ 1

生徒指導・進路指導論 2後 2 ○ 兼1

教育相談の理論と方法 2後 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

教育実習指導 3後～4前 2 ○ 兼1

教育実習 4前 2 ○ 1 兼1 共同

教職実践演習(高） 4後 2 ○ 1 1 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

学校教育の課題 4前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

公民総合 4前 2 ○ 兼1

公民科教育法 3通 4 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

介護総合演習Ⅰ 1通 1 ○ 1

福祉科教育法 3通 4 ○ 1

特別支援教育論 2後 2 ○ 1

知的障害者の心理・生理・病理 2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

病弱者の心理・生理・病理 2後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

障害児教育の指導法 3前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

統合教育 3前 2 ○ 兼1

知的・発達障害教育 3前 2 ○ 兼1

肢体不自由教育 3後 2 ○ 兼1

病弱教育 3後 2 ○ 兼1

視覚障害児教育論 3後 2 ○ 兼1

発達障害児教育論 4前 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

言語障害児教育論 4前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

自立活動支援法 4前 2 ○ 兼1

重複障害児の指導法 2後 2 ○ 兼1

特別支援教育実習指導 4通 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

特別支援教育実習 4通 2 ○ 1 1 兼2 共同

－ 38 190 77 5 3 8 4 0 兼61 －

－ 46 247 77 5 3 9 5 0 兼111 －

精神保健福祉の理論と方法Ⅱ

精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅰ

精神保健福祉ソーシャルワーク演習Ⅱ

精神保健福祉ソーシャルワーク実習

精神保健福祉ソーシャルワーク実習指導Ⅰ

－

精神保健福祉ソーシャルワーク実習指導Ⅱ

スクール（学校）ソーシャルワーク演習

スクール（学校）ソーシャルワーク実習指導

スクール（学校）ソーシャルワーク実習

肢体不自由者の心理・生理・病理

小計（140科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

全学教育科目32単位以上（うち必修8単位、選択24単位）、専門教育科目98単位以
上（うち必修38単位、選択60単位）を修得し、合計130単位以上を修得すること。
（履修科目の登録の上限：55単位（年間））

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分

合計（181科目） －

学位又は称号 学士（臨床福祉学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係
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1前 2 〇 1 2 3 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ　※演習

1後 2 〇 兼2

1前 2 〇 兼1

1後 2 〇 兼1

2後 2 〇 兼1

人間と文化（ヨーロッパの歴史と文化） 1後 2 〇 兼1

人間と文化（フランス美術と歴史のダイナミズム） 2前 2 〇 兼1

人間と社会（社会学入門） 1前 2 〇 兼1

人間と社会（経済学入門） 1後 2 〇 兼1

人間と社会（法学概論） 1前 2 〇 兼1

自然と科学（技術と人間） 1前 2 〇 兼1

自然と科学（物質の科学） 1後 2 〇 兼1

英語Ⅰ（英語コミュニケーションA） 1前 1 〇 兼2 共同

英語Ⅰ（英語コミュニケーションB） 1後 1 〇 兼2 共同

英語Ⅱ（英語A） 2前 1 〇 1 兼1

英語Ⅱ（英語B） 2後 1 〇 1 兼1

初修外国語（初級中国語） 1後 1 〇 兼1

初修外国語（フランス語） 1後 1 〇 兼1

初修外国語（ドイツ語） 1後 1 〇 兼1

情報科学（情報科学） 1後 2 〇 1

情報処理演習（情報処理演習Ⅰ） 1前 1 〇 1 兼1 共同

情報処理演習（情報処理演習Ⅱ） 1前 1 〇 1 兼1 共同

統計学（基礎統計学） 1前 2 〇 1 ※演習

1後 2 〇 兼3 共同

多職種連携（多職種連携入門） 1前 2 〇 2 1 1 兼24 オムニバス・共同

多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習） 4前 2 〇 1 1 兼13 オムニバス・共同

地域連携（地域ボランティア論） 1前 2 〇 1 1 兼1 ※演習

医療倫理（医療倫理） 1前 2 〇 兼1

－ 15 32 0 2 2 3 3 0 兼53

公認心理師の職責 1前 2 〇 2 オムニバス

心理学概論 1前 4 〇 1

臨床心理学概論 1後 2 〇 1

心理学研究法 1前 2 〇 1

心理学統計法Ⅰ 1後 2 〇 1

心理学統計法Ⅱ 2前 2 〇 1

心理学実験 2前 2 〇 1 2 1 オムニバス

学習・言語心理学Ⅰ 1後 2 〇 1

学習・言語心理学Ⅱ 2後 2 〇 1

社会・集団・家族心理学 1後 2 〇 1 1 オムニバス

知覚・認知心理学 2前 2 〇 1

感情人格心理学Ⅰ 2後 2 〇 1

感情人格心理学Ⅱ 3前 2 〇 1

神経・生理心理学Ⅰ 2前 2 〇 1

神経・生理心理学Ⅱ 2後 2 〇 兼1

発達心理学Ⅰ 2前 2 〇 1

発達心理学Ⅱ 2後 2 〇 1 1 オムニバス

心理的アセスメント 2前 4 〇 3 3 2 オムニバス

障害者・障害児心理学 3前 2 〇 1

心理学的支援法Ⅰ 3前 2 〇 1

心理学的支援法Ⅱ 3後 2 〇 1 1

教育・学校心理学Ⅰ 2後 2 〇 1

教育・学校心理学Ⅱ 3後 2 〇 1

健康・医療心理学Ⅰ 2後 2 〇 1

健康・医療心理学Ⅱ 3前 2 〇 1

産業・組織心理学 2後 2 〇 兼1

福祉心理学 3後 2 〇 1

司法・犯罪心理学 3後 2 〇 1

人体の構造と機能及び疾病Ⅰ 1前 2 〇 兼1

人体の構造と機能及び疾病Ⅱ 1後 2 〇 1 兼1 オムニバス

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール（Fresher's講座）

文章指導（日本語表現）

人間と思想（哲学入門）

人間と思想（科学技術社会と倫理）

人間と思想（心の哲学）

健康運動科学（運動科学）

小計（28科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（心理科学部臨床心理学科）

科
目
区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－
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授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

精神疾患とその治療 2前 2 〇 1

関係行政論 3後 2 〇 3 オムニバス

心理演習 3後 4 〇 6 4 兼1 共同

心理実習 4前 2 〇 4 4 1 2 共同

専門演習Ⅰ 3後 2 〇 6 4 3 5

専門演習Ⅱ 4前 2 〇 6 4 3 5

専門演習Ⅲ 4後 2 〇 6 4 3 5

心理情報処理 3前 2 〇 1

心理文献購読Ⅰ 4前 2 〇 2

心理文献購読Ⅱ 4後 2 〇 1

心理科学基礎Ⅰ 1後 1 〇 兼1

心理科学基礎Ⅱ 2前 1 〇 兼1

心理科学基礎Ⅲ 2後 1 〇 兼1

心理科学基礎Ⅳ 3前 1 〇 兼1

ジェンダー論 2後 2 〇 兼1

環境心理学 2後 2 〇 兼1

心理学の歴史 3後 2 〇 1

ソーシャルワーク概論 3後 2 〇 兼2 オムニバス

臨床心理学特別講義Ⅰ 4前 2 〇 兼1

臨床心理学特別講義Ⅱ 4後 2 〇 兼1

コミュニケーション実践論Ⅰ 1前 2 兼1

コミュニケーション実践論Ⅱ 1後 2 兼1

コミュニケーション実践論Ⅲ 2後 2 兼1

心理療法の実際Ⅰ 3前 2 〇 1 1 オムニバス

心理療法の実際Ⅱ 3後 2 〇 1

心理療法の実際Ⅲ 4前 2 〇 2 オムニバス

心理療法の実際Ⅳ 4後 2 〇 2 オムニバス

キャリア・プランニングⅠ 2前 2 〇 2 オムニバス

キャリア・プランニングⅡ 2後 2 〇 2 兼1 オムニバス

キャリア・プランニングⅢ 3前 2 〇 2 兼1 オムニバス

キャリア・プランニングⅣ 3後 2 〇 1 2 オムニバス

医学総論 1後 1 〇 1

内科学 2前 2 〇 兼3 オムニバス

遺伝学 3前 2 〇 兼1

脳科学 3前 2 〇 1

公衆衛生学 3後 2 〇 兼1

小児科学 3前 2 〇 兼1

労働安全衛生論 2後 2 〇 兼1

行動経済学 3後 2 〇 1

－ 41 98 0 6 4 4 4 0 兼21

－ 56 130 0 6 4 4 4 0 兼72

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分

「全学教育科目」より27単位（うち必修12単位）以上、「専門教育科目」より101単
位（うち必修41単位）以上、合計128単位（必修53単位、選択75単位以上）修得する
こと。（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

－

合計（97科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号 学士（臨床心理学） 学位又は学科の分野 社会学・社会福祉学関係

専
門
教
育
科
目

小計（69科目）

10



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

１前 2 ○ 2 3 兼8

１前 2 ○ 1 1 1 兼4

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼3 オムニバス

１前 2 ○ 兼1

１前 1 ○ 1 1 兼1 共同

１後 1 ○ 1 1 兼1 共同

１前 1 ○ 兼4 共同

２前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼3 共同

２後 1 ○ 兼2 共同

２後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 兼2 共同

２前 1 ○ 兼1

２前 1 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼2

２前 2 ○ 1 兼3

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 1 2 兼25 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

３前 1 ○ 2 2 1 兼16 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

４前 2 ○ 1 兼16 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

１後 2 ○ 兼1

３前 2 ○ 1 1 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

－ 18 34 2 5 0 5 2 0 兼80

１前 1 ○ 1 ※演習

１後 1 ○ 1 ※演習

２前 2 ○ 1 1 2 兼3

１前 1 ○ 1 ※演習

１後 1 ○ 1 ※演習

１後 1 ○ 1 1 1 5 兼3

１前 1 ○ 1 ※演習

１後 1 ○ 1 ※演習

２後 1 ○ 1 1 2 兼3

１後 2 ○ 2 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１前 1 ○ 兼4

２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 3 ○ 1

２後 3 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 3 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼1

２前 2 ○ 兼1

２前 2 ○ 兼1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（リハビリテーション科学部理学療法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論）

文章指導（日本語の表現）

人間と思想（心理学）

人間と思想（科学技術社会と倫理）

人間と思想（哲学入門）

人間と文化（文化人類学）

人間と文化（日本の文学）

人間と社会（経済学入門）

英語Ⅰ（英語Ｂ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＡ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＢ）

初修外国語（中国語）

初修外国語（韓国語）

初修外国語（フランス語）

人間と社会（医療の法学）

人間と社会（国際社会福祉論）

人間と社会（社会学入門）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅰ）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅱ）

英語Ⅰ（英語Ａ）

自然科学入門（化学）

自然科学入門（生命科学）

多職種連携（多職種連携入門）

多職種連携（多職種連携論）

多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習）

医療倫理（医療倫理）

初修外国語（ドイツ語）

情報処理演習（情報処理演習）

統計学（基礎統計学）

自然科学入門（基礎数理）

自然科学入門（物理学）

自然科学入門（生物学）

地域連携（地域包括ケア論）

小計（33科目） －

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

解剖学実習

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生理学実習

整形外科学

内科学

神経学

高次脳機能障害学

小児科学

精神医学Ⅰ

運動学Ⅰ

運動学Ⅱ

運動学実習

人間発達学

医学概論

病理学

11



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

２後 2 ○ 兼1

２後 2 ○ 3 2 1 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 1

１前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１後 1 ○ 兼1

２前 1 ○ 1 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３通 1 ○ 1 1 2 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

１通 1 ○ 兼2

１通 1 ○ 1 1

１通 1 ○ 兼1

－ 38 7 0 7 1 4 7 0 兼31

１前 2 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

４後 1 ○ 1

３前 2 ○ 1 1

２後 1 ○ 3 1 3 7

２通 2 ○ 1 1 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２通 2 ○ 1 1 5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３後 1 ○ 1

３前 2 ○ 1 3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

２前 1 ○ 1 ※演習

２後 1 ○ 1 ※演習

２後 1 ○ 2 1 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

３前 1 ○ 2 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※実習

２前 1 ○ 1 ※演習

２後 1 ○ 1 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

３前 3 ○ 1 1

３後 2 ○ 1 1 1

３前 3 ○ 1

３後 2 ○ 1 1 3

３前 2 ○ 1

３後 2 ○ 1 1

３前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３後 2 ○ 2 1 1

４前 1 ○ 1 1 ※演習

４前 1 ○ 1 ※演習

４前 1 ○ 1 ※演習

４前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

４前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

４後 1 ○ 1

３前 2 ○ 1 1

３後 1 ○ 1 1

３前 1 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１通 1 ○ 6 1 4 7

２後 2 ○ 6 1 4 7

３後 7 ○ 6 1 4 7

４前 8 ○ 6 1 4 7

４前 2 ○ 6 1 4 7

４後 1 ○ 2 1 4 7

３通 2 ○ 8 1 5 7

４通 2 ○ 8 1 5 7

－ 66 7 0 8 1 5 7 0 兼4

－ 122 48 2 8 1 5 7 0 兼101

基
礎
科
目

リハビリテーション概論

社会保障制度論

障がい者当事者論

積雪寒冷地の生活と諸問題

医療数学入門

医療物理入門

精神医学Ⅱ

リハビリテーション医学

臨床心理学

薬理学

公衆衛生学

栄養学

画像評価学

物理療法学

運動療法学Ⅰ

運動療法学Ⅱ

義肢装具学Ⅰ

義肢装具学Ⅱ

医療生物入門

小計（31科目） －

理学療法概論

理学療法管理・運営論

理学療法研究法

医療コミュニケーション

理学療法基礎評価学Ⅰ

理学療法基礎評価学Ⅱ

地域理学療法学

発達障害理学療法学

発達障害理学療法学演習

内部障害理学療法学Ⅰ

内部障害理学療法学Ⅱ

内部障害理学療法学演習

理学療法特講Ⅰ（徒手療法論）

日常生活動作学Ⅰ

日常生活動作学Ⅱ

骨関節障害理学療法学

骨関節障害理学療法学演習

神経障害理学療法学

神経障害理学療法学演習

合計（104科目） －

学位又は称号 学士（理学療法学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

臨床実習Ⅴ

理学療法総合講義

理学療法研究セミナーⅠ

理学療法研究セミナーⅡ

小計（40科目） －

理
学
療
法
専
門
科
目

地域理学療法学演習

生活環境論

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ

臨床実習Ⅲ

臨床実習Ⅳ

理学療法特講Ⅱ（ニューロリハビリテーション）

理学療法特講Ⅲ（スポーツ障害）

理学療法特講Ⅳ（急性期内部障害）

理学療法特講Ⅴ（超音波画像解析）

国際協力と理学療法

12



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

全学教育科目から28単位（必修18単位,選択10単位）,専門教育科目（リハ
ビリテーション基礎科目,理学療法専門科目）から104単位以上を修得し,
合計132単位以上修得すること。（履修科目の登録の上限：48単位（年
間））

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 ○ 2 1 4 1 兼5

１前 2 ○ 1 2 1 兼3

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼3 オムニバス

１前 2 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼3 共同

１後 1 ○ 兼3 共同

１前 1 ○ 兼4 共同

２前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼3 共同

２後 1 ○ 兼2 共同

２後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 兼2 共同

２前 1 ○ 兼1

２前 1 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼2

２前 2 ○ 1 兼3

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 1

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 1

１前 2 ○ 1 1 兼26 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

３前 1 ○ 3 1 兼17 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

４前 2 ○ 1 兼16 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

１後 2 ○ 兼1

３前 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

－ 20 32 2 4 2 6 1 0 兼79

１前 1 ○ 兼1 ※演習

１後 1 ○ 兼1 ※演習

２前 2 ○ 2 兼5

１前 1 ○ 兼1 ※演習

１後 1 ○ 兼1 ※演習

１後 1 ○ 3 兼8

１前 1 ○ 兼1 ※演習

１後 1 ○ 兼1 ※演習

２後 1 ○ 1 1 1 兼4

１後 2 ○ 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１前 1 ○ 兼4

２前 2 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 3 ○ 兼1

２後 3 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 3 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼1

２前 2 ○ 兼1

２前 2 ○ 兼1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（リハビリテーション科学部作業療法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論）

文章指導（日本語の表現）

人間と思想（心理学）

人間と思想（科学技術社会と倫理）

人間と思想（哲学入門）

人間と文化（文化人類学）

人間と文化（日本の文学）

人間と社会（経済学入門）

英語Ⅰ（英語Ｂ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＡ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＢ）

初修外国語（中国語）

初修外国語（韓国語）

初修外国語（フランス語）

人間と社会（医療の法学）

人間と社会（国際社会福祉論）

人間と社会（社会学入門）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅰ）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅱ）

英語Ⅰ（英語Ａ）

自然科学入門（化学）

自然科学入門（生命科学）

多職種連携（多職種連携入門）

多職種連携（多職種連携論）

多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習）

医療倫理（医療倫理）

初修外国語（ドイツ語）

情報処理演習（情報処理演習）

統計学（基礎統計学）

自然科学入門（基礎数理）

自然科学入門（物理学）

自然科学入門（生物学）

地域連携（地域包括ケア論）

小計（33科目） －

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン
基

解剖学Ⅰ

解剖学Ⅱ

解剖学実習

生理学Ⅰ

生理学Ⅱ

生理学実習

整形外科学

内科学

神経学

高次脳機能障害学

小児科学

精神医学Ⅰ

運動学Ⅰ

運動学Ⅱ

運動学実習

人間発達学

医学概論

病理学

14



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

２後 2 ○ 兼1

２後 2 ○ 3 兼9 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼1

１前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１後 1 ○ 兼1

２前 1 ○ 2 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３通 1 ○ 3 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

１通 1 ○ 兼2

１通 1 ○ 兼2

１通 1 ○ 1

－ 41 4 0 2 1 6 0 0 兼41

１前 2 ○ 1

４後 1 ○ 2

１後 1 ○ 2 1

２後 1 ○ 1 1

３後 1 ○ 1 1

２前 1 ○ 1

２前 2 ○ 1 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 1 ○ 1

２後 2 ○ 3 2 5

２後 1 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 1 ○ 2

３前 2 ○ 2 1 4

３前 1 ○ 1 1 1

３後 1 ○ 2 1 1

３前 2 ○ 1 1

３後 1 ○ 1 1

２後 1 ○ 1

３前 1 ○ 1

３前 1 ○ 1

３後 1 ○ 1 1

３前 1 ○ 1 1

３後 1 ○ 1

３後 1 ○ 1 兼6 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 1

３前 1 ○ 1 1

３前 1 ○ 1 1

３前 1 ○ 兼1 ※演習

３前 1 ○ 兼1 ※演習

３前 2 ○ 1 1 3 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３後 1 ○ 1 2

３後 1 ○ 1 1

１後 1 ○ 4 2 6

３後 5 ○ 3 2 5

４前 8 ○ 3 2 5

４前 8 ○ 3 2 5

４後 1 ○ 4 2 6

３通 2 ○ 4 2 6

４通 2 ○ 4 2 6

－ 65 2 0 4 2 6 0 0 兼8

－ 126 38 2 4 2 6 1 0 兼111

基
礎
科
目

リハビリテーション概論

社会保障制度論

障がい者当事者論

積雪寒冷地の生活と諸問題

医療数学入門

医療物理入門

精神医学Ⅱ

リハビリテーション医学

臨床心理学

薬理学

公衆衛生学

栄養学

医療生物入門

小計（31科目） －

作
業
療
法
専
門
科
目

作業療法概論

職業倫理・管理学

作業療法技術学演習Ⅰ

作業療法技術学演習Ⅱ

作業療法研究法

評価学概論

日常生活援助学Ⅰ

日常生活援助学Ⅱ

身体障害作業療法学

身体障害作業療法学実習Ⅰ

身体障害作業療法学実習Ⅱ

精神障害作業療法学

身体機能評価学Ⅰ

身体機能評価学Ⅱ

画像評価学

精神系評価学

発達系評価学

評価学実習

高次脳機能障害作業療法学演習

義肢装具学

作業適用学演習

音楽療法

音楽療法各論

ハンドセラピー

精神障害作業療法学実習

発達障害作業療法学

発達障害作業療法学演習

老年期障害作業療法学Ⅰ

老年期障害作業療法学Ⅱ

高次脳機能障害作業療法学

総合臨床実習Ⅰ

総合臨床実習Ⅱ

作業療法学総合講義

作業療法研究セミナーⅠ

作業療法研究セミナーⅡ

小計（41科目）

呼吸リハビリテーション学

地域作業療法学

地域作業療法学演習

就業援助論

臨床見学

評価実習

－

合計（105科目） －
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１前 2 ○ 1

１後 2 ○ 1

１後 2 ○ 1 兼1

２前 2 ○ 1

２前 2 ○ 1

３前 2 ○ 1 兼1

３後 2 ○ 1 兼1

４後 2 ○ 1

４後 1 ○ 1

３後 2 ○ 1 1 兼1

４後 3 ○ 1 1

－ 22 0 0 1 1 0 0 0 兼2

アンサンブル

即興演奏

教育相談（カウンセリング）

音楽療法各論Ⅱ

音楽療法総合演習

小計（11科目）

音
楽
療
法
士
コ
ー

ス

音楽理論

ソルフェージュ

器楽（鍵盤）

器楽（弦）

伴奏法

合唱

全学教育科目から28単位（必修20単位,選択8単位）,専門教育科目（リハビリ
テーション基礎科目,作業療法専門科目）から106単位以上を修得し,合計134単位
以上修得すること。音楽療法士コース履修者は,専門教育科目（作業療法学科108
単位以上,音楽療法士コース科目22単位）から130単位以上を修得し,合計158単位
以上修得すること。（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分

－

学位又は称号 学士（作業療法学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

１前 2 ○ 2

１前 2 ○ 1 1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 1

１前 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１前 2 ○ 兼1

１前 1 ○ 兼3 共同

１後 1 ○ 兼3 共同

１前 1 ○ 兼4 共同

２前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼3 共同

２後 1 ○ 兼2 共同

２後 1 ○ 兼1

２後 1 ○ 兼2 共同

２前 1 ○ 兼1

２前 1 ○ 兼1

１後 1 ○ 兼1

１後 2 ○ 1 1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

１前 2 ○ 1 兼27 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

３前 1 ○ 2 2 兼17 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

４前 2 ○ 1 兼16 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

１後 2 ○ 1

３前 2 ○ 1 兼5 ｵﾑﾆﾊﾞｽ・共同

－ 16 36 2 3 3 4 0 0 兼80

１後 2 ○ 1

２前 1 ○ 2 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３後 2 ○ 6 3 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※実習

３後 1 ○ 6 4 4 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※実習

３後 1 ○ 5 4 4 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※演習

４前 4 ○ 5 4 4 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

４後 4 ○ 5 3 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

４後 2 ○ 6 3 4 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 7 10 0 6 4 4 3 1 兼1

１前 1 ○ 1

１前 2 ○ 1 1 ※実習

１後 2 ○ 1 ※実習

２前 2 ○ 2 1 兼3 ｵﾑﾆﾊﾞｽ ※実習

１前 3 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 1 ○ 4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 2 ○ 兼1

２前 1 ○ 1

２前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（リハビリテーション科学部言語聴覚療法学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

人間と社会（医療の法学）

人間と社会（国際社会福祉論）

人間と社会（社会学入門）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅰ）

健康・運動科学演習（運動科学演習Ⅱ）

英語Ⅰ（英語Ａ）

備考

全
学
教
育
科
目

基礎ゼミナール（コミュニケーション実践論）

文章指導（日本語の表現）

人間と思想（心理学）

人間と思想（科学技術社会と倫理）

人間と思想（哲学入門）

人間と文化（文化人類学）

人間と文化（日本の文学）

人間と社会（経済学入門）

初修外国語（ドイツ語）

情報処理演習（情報処理演習）

統計学（基礎統計学）

自然科学入門（基礎数理）

自然科学入門（物理学）

自然科学入門（生物学）

英語Ⅰ（英語Ｂ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＡ）

英語Ⅱ（英語コミュニケーションＢ）

初修外国語（中国語）

初修外国語（韓国語）

初修外国語（フランス語）

言
語
聴
覚
学
総
合
教
育

言語聴覚障害学概論

言語聴覚診断学総論

言語聴覚学総論Ⅰ

言語聴覚学総論Ⅱ

言語聴覚学総論Ⅲ

自然科学入門（化学）

自然科学入門（生命科学）

多職種連携（多職種連携入門）

多職種連携（多職種連携論）

多職種連携（全学連携地域包括ケア実践演習）

医療倫理（医療倫理）

言語聴覚学総論Ⅳ

言語聴覚学総論Ⅴ

言語聴覚学総論Ⅵ

小計（8科目） － －

地域連携（地域包括ケア論）

小計（33科目） － －

医療生物入門

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学Ⅲ

音声言語聴覚医学

医学総論

公衆衛生学

病理学

内科学
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

２前 1.5 ○ 1

２前 2 ○ 1

２前 1 ○ 兼4 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 2 ○ 1

２前 2 ○ 1

２後 2 ○ 1 1 兼10 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 1 ○ 兼3

２後 1 ○ 兼1

１前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

１後 2.5 ○ 1

１後 3 ○ 1

２前 2 ○ 1 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 2 ○ 1

２後 2 ○ 1

１前 1.5 ○ 1

１後 1.5 ○ 兼1

１後 1.5 ○ 兼1

２前 1.5 ○ 兼1

２前 1.5 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 1.5 ○ 1

１前 2 ○ 1 兼2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２前 1 ○ 1 兼1

３前 1 ○ 兼1

３後 1.5 ○ 2 2 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

－ 44.5 12 0 6 3 2 1 0 兼30

２前 1 ○ 1

２後 1.5 ○ 1

３前 1.5 ○ 1

２後 2 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 2.5 ○ 1

２後 2 ○ 1

２後 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

２後 2 ○ 1 1

３前 2 ○ 1 1

３前 1 ○ 1

３前 1 ○ 1

３前 1 ○ 1 1

３前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 1 ○ 1 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 2 ○ 1 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

３前 1 ○ 1

２後 1.5 ○ 1 1

３前 1.5 ○ 1 1

３後 4 ○ 6 3 4 2

総合実習 ４前 8 ○ 5 3 4 2

３後 1 ○ 1 1

３後 1 ○ 5 3 4 2 共同

４後 1 ○ 5 3 4 2 共同

４通 1 ○ 5 3 4 2 共同

－ 43.5 3 0 6 3 4 2 0 兼0

－ 111 61 2 6 4 5 2 1 兼99

歯科学総論

口腔外科学

音声学

言語学

音響学

言語発達学

小児科学

耳鼻咽喉科学

形成外科学

精神医学

神経学

リハビリテーション医学

臨床心理学

心理測定法

リハビリテーション概論

関係法規

社会保障制度論

英語論文購読

日本語学

心理言語学

認知心理学

学習心理学

発達心理学

生理心理学

小計（33科目） － －

言
語
聴
覚
障
害
学
教
育

失語症学Ⅰ

失語症学Ⅱ

高次脳機能障害学

言語発達障害学Ⅰ

言語発達障害学Ⅱ

発声発語障害学Ⅰ

言
語
聴
覚
学
基
盤
教
育

高次脳機能障害学演習

言語発達障害学演習

発声発語障害学演習Ⅰ

発声発語障害学演習Ⅱ

摂食嚥下障害学演習

聴覚障害学演習Ⅰ

発声発語障害学Ⅱ

摂食嚥下障害学

聴覚障害学Ⅰ

聴覚障害学Ⅱ

失語症学演習Ⅰ

失語症学演習Ⅱ

小計（25科目） － －

合計（99科目） － －

聴覚障害学演習Ⅱ

基礎実習

研究法

言語聴覚ゼミナールⅠ

言語聴覚ゼミナールⅡ

卒業研究

全学教育科目から27単位（必修16単位,選択11単位）,専門教育科目（言語
聴覚学総合教育,言語聴覚学基盤教育,言語聴覚障害学教育）から100単位
以上を修得し,合計127単位以上修得すること。（履修科目の登録の上限：
48単位（年間））

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 80分

学位又は称号 学士（言語聴覚療法学） 学位又は学科の分野 保健衛生学関係（リハビリテーション関係）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等
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